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　日頃より後援会活動へのご理解、ご協力ありがとうござ
います。私が会長在任中に賜りましたご厚情に感謝いたし
ます。三月には 先生方のご尽力により講堂での卒業式を
行うことができました。 飯田・吉川両校長先生のご決断
により、卒業生、先生方、保護者の大切な思い出となりま
した。本当にありがとうございました。
　かつてない新年度を迎え、先生方のご苦労は計り知れな
いものと存じます。先の見えない暗闇の中、手探りで前へ
進み不安を覚える時に、ヘンリック校長の船旅でそうであ
ったように黎明の空に浮かぶ「暁星」が、皆がひとつにな
るための希望の星として輝くことを切に願っております。
　暁星はマリア会によって立てられ、マリア会はシャミナ
ード神父様によって立てられました。暁星の建学の精神は、

激動のフランス革命期を生き延びた師が、青少年の為の修
道会を立ち上げたことに端を発します。その精神は、小学
校正門に掲げられた「困苦や欠乏に耐え進んで鍛錬の道を
選ぶ気力のある少年以外はこの門をくぐってはならない」
という言葉へ培われました。これからも暁星が次なる社会
の礎として青少年を育てる学校であり続けることを心より
願います。
　最後に保護者の皆様におかれましては、学園への積極的
な関わりをお願いしたいと思います。授業参観へ足を運ん
だり、総会後の茶話会や新春懇親会等へご出席いただき先
生方とお話しましょう。先生を通して子供達の素顔が見え
ることもあります。

　新春恒例の文化講演会と
懇親会が、1 月 24 日（金）
にホテルエドモントで開催
されました。この文化講演
会には、東京大学理学部及
び同法学部を卒業、現在ソ
ニーコンピューターサイエ
ンス研究所シニアリサーチ
ャーである茂木健一郎氏を
お招き致しました。
　演題は「人工知能時代に輝く脳の活用法」です。日本の
常識は世界の非常識、世界の非常識が日本の非常識ではな
いというインパクトのある言葉から始まりました。
　日本では従来偏差値の高い人や卒業大学名で人の能力を
はかっていましたが、外国ではその発想が全くなく常に一
人一人の個性を見ているとのこと。点数を争う教育はもは
や価値のないものになっていくのではないか。いまは人工
知能が、囲碁・将棋においてゼロから始めてもおよそ 4.5
時間で人間を超える能力を持つことが出来るようになり、
記憶力・計算力もますます早くなってきている時代です。
このように人工知能に置き換えられてしまう時代に、我々
人間はどうしたら良いのでしょうか？
　それはやはり人間それぞれの「個性」です。個性は、人
工知能で再現することは難しいものです。だからこそ、一
人一人自分の特性を見つけ、多様な個性を共存し認め合っ
てこそ良い社会が出来てくるのです。その為に色々なこと
にアンテナを広げ、何事にも挑戦し行動すること、そして
自分の長所短所を認めることが大事であると、豊富な事例
を使って話して下さいました。

　保護者からの「人工知能の時代に、暁星学園としては古
き良き伝統は保ちつつ、また新たにどのように何を教育理
念としてプラスしていくべきでしょうか？」という質問に
対して、「在校中に数学オリンピック、科学オリンピック
などに挑戦し、色々な形で突き抜ける個性の伸ばし方を学
校側もロードマップを示し、また生徒側もドンドン取り入
れていくことが大切です。新しいことに取り組み、行動す
る力が何事にも必要です。まずは大人たちが、子供たちに
興味を持たせるよう誘導していくべきと思います。」と、
示唆に富むお答えを頂きました。
　講演会には例年よりも多くの保護者が来場し、ユーモア
を交えた茂木氏のお話は終始笑いが包まれていました。そ
の後の懇親会にも引き続きご出席下さり、あらためて感謝
を申し上げます。
　理事長をはじめ教職員の方々、同窓会の横山会長、フラ
ンス大使館のルセック公使にもご出席を頂きました。来春
はさらに多くの先生方、保護者の皆様、特に高校卒業を控
えている保護者の方々、ぜひご出席賜りますようお願い申
し上げます。またお父様方のご参加もお待ちしています。
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暁星学園後援会 会長  谷 口　拓 也

先生たちを通して
　子供たちの素顔を
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...................................Echos des Anciens Elèves行動する同窓会

暁星学園同窓会
会長　横 山　悠 喜

新型コロナ危機を乗り越えて

　新型コロナウイルスの感染状況も、ここへき
て、緊急事態宣言が解除され、事態は少し沈静
化に向かっているようですが、予断を許しませ
ん。この間、学園も、過去にない未曽有の事態
に遭遇され、生徒の皆様、先生方、関係者の皆
様のご苦労は、いかばかりかと推察いたします。
　３月以降 5 月末迄休校が続き、｢登校出来な
い、授業も出来ない、友人達にも会えない、ク
ラブ活動も出来ない、卒業式、入学式、試験など、
どうなる？｣ など、我々にはとても想像がつか
ない事態です。｢オンライン授業の開始、SNS の
活用、分散登校の検討｣ など、皆様がこれを乗
り越えるため、日々ご努力されておられる姿に
敬服致しております。工事中の多目的棟も夏に
は完成予定とのことですが、皆様が元気に登校
され、通常の生活を取り戻せる日の到来を切望
しております。
　さて、同窓会も、2020 年創立 120 周年を迎
えています。昨年末には、同窓会誌 ｢暁星 ( 記念
特集前半号 )｣ を発刊し、｢同窓生 ･ 恩師のご紹
介｣ をさせていただきました。今後、皆様にもお
配りさせていただく予定の ｢写真集｣ や ｢同窓会
誌 ( 後半号 )｣ などを計
画しております。
　２月８日 ( 土 ) には、
マリア会 ･ パリ ･ アン
トニー校の 42 名の高
校生が来校され、高校
生の皆さんとの交流会
が行われました。同窓
会でも、学園のご協力
をいただき、食堂で茶
話会を開催しました。
柿山理事長、飯田校長、

先生方を始め、同窓生も大勢参加いただき、総
勢 80 名となりました。
　同窓会活動は残念ながら、その後は半ば休止
となりました。同窓会の定例理事会も WEB 会議、
メール会議等を通じて、新年度の体制の準備を
始めています。
　新型コロナの情勢は長期化するかもしれませ
ん。同窓生の皆様も、公私ともに甚大な影響を
受けておられます。
　しかし、同窓会としても、このような危機的
な時こそ、同窓生相互の連帯や学園、後援会と
の協力関係に一層尽力し、社会に対しても、助
けあって行動していくことが必要だと思います。
このため、我々も一堂に会することはできませ
んが、まさに ｢新しい対応、新しい活動様式｣
を模索し始めています。システムの構築、デー
タの整備なども行い、社会が変容していく時に、
今だから出来る対策、自らの新しい道、将来の
同窓会活動のヒントも出て来るかもしれません。
　先ずは厳しい現況下、皆様のご健康の管理と
一日も早い学園の正常化を、心からお祈り申し
上げます。
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パリ・アントニー校の皆さんと校門前で記念撮影


